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2025年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 
（公認会計士等による期中レビューの完了及び開示事項の変更） 

 

 

 当社は、2025年１月 30日に「2025年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」を開示いたしましたが、

四半期連結財務諸表について、公認会計士等による期中レビューが完了いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、2025年１月 30日に発表した四半期連結財務諸表について変更はありません。 

 

また、「重要な後発事象の注記」に記載した「簡易株式交換による完全子会社化」を 2025 年２月３日に実施し

たことに伴い、記載内容を別紙のとおり変更いたします。 

 

 

 

以  上 



（別紙） 

 

「2025年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」からの変更内容 
 

「重要な後発事象の注記」に記載した「簡易株式交換による完全子会社化」を 2025 年２月３日に実施したこと

に伴い、記載内容を以下のとおり変更いたします。尚、変更箇所に下線を付しております。 

 

  

 

１．「簡易株式交換による完全子会社化」の記載内容 

<変更前>  

当社及び富士古河Ｅ＆Ｃ株式会社（以下「富士古河Ｅ＆Ｃ」といいます。）は、2024年 10月 31日開催の

取締役会において、当社を株式交換完全親会社とし、富士古河Ｅ＆Ｃを株式交換完全子会社とする株式交

換（以下「本株式交換」といいます。）を実施することを決議し、同日付で両社の間で株式交換契約（以下

「本株式交換契約」といいます。）を締結いたしました。 

  本株式交換により、その効力発生日である 2025年２月３日（予定）をもって、当社は富士古河Ｅ＆Ｃの

完全親会社となり、完全子会社となる富士古河Ｅ＆Ｃの普通株式は、株式会社東京証券取引所スタンダー

ド市場において、2025 年１月 30 日付で上場廃止となりました。 

 

<変更後> 

  当社及び富士電機Ｅ＆Ｃ株式会社（2025 年２月３日付けで、富士古河Ｅ＆Ｃ株式会社より商号変更。以

下「富士電機Ｅ＆Ｃ」といいます。）は、2024年 10月 31 日開催の取締役会において、当社を株式交換完全

親会社とし、富士電機Ｅ＆Ｃを株式交換完全子会社とする株式交換（以下「本株式交換」といいます。）を

実施することを決議し、同日付で両社の間で株式交換契約（以下「本株式交換契約」といいます。）を締結

いたしました。 

 本株式交換により、その効力発生日である 2025年２月３日をもって、当社は富士電機Ｅ＆Ｃの完全親会

社となり、完全子会社となる富士電機Ｅ＆Ｃの普通株式は、株式会社東京証券取引所スタンダード市場に

おいて、2025年１月 30日付で上場廃止となりました。 

 

２．「１. 本株式交換の概要」の「（１）株式交換完全子会社の名称及び事業の内容」の記載内容 

<変更前>  

株式交換完全子会社の名称 富士古河Ｅ＆Ｃ株式会社 

（後略） 

 

<変更後>  

株式交換完全子会社の名称 富士電機Ｅ＆Ｃ株式会社（旧商号 富士古河Ｅ＆Ｃ株式会社） 

   （後略） 



３．「１. 本株式交換の概要」の「（２）本株式交換の目的」の記載内容 

<変更前>  

当社と富士古河Ｅ＆Ｃの既存事業・技術と新たに創出するシナジーを活かした更なる協業体制の強化と 

それによる経営資源の有効活用、重複機能の解消による経営資源の最適な配分等、グループ一体運営の 

強化により富士古河Ｅ＆Ｃを含む富士電機グループ全体の企業価値向上を目指すことが最善の策である 

との判断により決定したものです。 

 

<変更後>  

当社と富士電機Ｅ＆Ｃの既存事業・技術と新たに創出するシナジーを活かした更なる協業体制の強化とそ

れによる経営資源の有効活用、重複機能の解消による経営資源の最適な配分等、グループ一体運営の強化

により富士電機Ｅ＆Ｃを含む富士電機グループ全体の企業価値向上を目指すことが最善の策であるとの判

断により決定したものです。 

 

４．「１. 本株式交換の概要」の「（３）本株式交換の効力発生日」の記載内容 

<変更前>  

2025年２月３日（予定） 

 

<変更後>  

2025年２月３日 

 

５．「１. 本株式交換の概要」の「（４）本株式交換の方式」の記載内容 

<変更前>  

本株式交換は、当社を株式交換完全親会社、富士古河Ｅ＆Ｃを株式交換完全子会社とする株式交換で 

す。本株式交換は、当社においては、会社法第 796 条第２項の規定に基づき、株主総会の決議による承認

を必要としない簡易株式交換の手続きにより、また、富士古河Ｅ＆Ｃにおいては、2024 年 12 月 26 日開催

の富士古河Ｅ＆Ｃの臨時株主総会の決議による本株式交換契約の承認を得たうえで、2025 年２月３日を効

力発生日として行われる予定です。 

 

 <変更後> 

本株式交換は、当社を株式交換完全親会社、富士電機Ｅ＆Ｃを株式交換完全子会社とする株式交換です。

本株式交換は、当社においては、会社法第 796 条第２項の規定に基づき、株主総会の決議による承認を必

要としない簡易株式交換の手続きにより、また、富士電機Ｅ＆Ｃにおいては、2024 年 12 月 26 日開催の富

士電機Ｅ＆Ｃの臨時株主総会の決議による本株式交換契約の承認を得たうえで、2025 年２月３日に実施し

ております。 

 



６．「２. 本株式交換に係る割当ての内容」の記載内容 

<変更前>  

２. 本株式交換に係る割当ての内容 

 当社 富士古河Ｅ＆Ｃ 

 （株式交換完全親会社） （株式交換完全子会社） 

本株式交換に係る割当比率 1 0.93 

本株式交換により交付する株式数 当社普通株式：4,495,998株（予定） 

（注１）  当社が保有する富士古河Ｅ＆Ｃ株式 4,158,185 株については、本株式交換による株式の割当ては行いま

せん。なお、交付する株式は、全て当社が保有する自己株式を充当する予定です。 

（注２）  当社は、本株式交換の株式交換比率の算定にあたり、公正性及び妥当性を確保するため、当社ならびに

富士古河Ｅ＆Ｃから独立した第三者機関に株式交換比率の算定を依頼しております。 

 

<変更後> 

２. 取得原価の算定等に関する事項 

（１）被取得企業の取得原価及びその内訳 

取得の対価 普通株式（自己株式） 38,370百万円 

取得原価             38,370百万円 

（２）本株式交換に係る割当ての内容 

 当社 富士電機Ｅ＆Ｃ 

 （株式交換完全親会社） （株式交換完全子会社） 

本株式交換に係る割当比率 1 0.93 

本株式交換により交付した株式数 当社普通株式：4,495,801株 

（注１）  当社が保有する富士電機Ｅ＆Ｃ株式 4,158,185 株については、本株式交換による株式の割当ては行って

おりません。なお、交付した株式は、全て当社が保有する自己株式を充当しました。 

（注２）  当社は、本株式交換の株式交換比率の算定にあたり、公正性及び妥当性を確保するため、当社ならびに

富士電機Ｅ＆Ｃから独立した第三者機関に株式交換比率の算定を依頼しております。 

 

７．「４. 非支配株主との取引に係る親会社の持分変動に関する事項」の記載内容 

<変更前>  

   記載なし 

 

<変更後> 

４. 非支配株主との取引に係る親会社の持分変動に関する事項 

（１）資本剰余金の主な変動要因 

子会社株式の追加取得 

（２）非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額 

16,628百万円 

以  上 
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（百万円未満切捨て）

1. 2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 791,064 4.1 68,431 18.7 68,370 20.7 55,415 48.7

2024年3月期第3四半期 759,661 10.0 57,656 35.9 56,639 37.3 37,255 28.6

（注）包括利益 2025年3月期第3四半期　　61,635百万円 （16.0％） 2024年3月期第3四半期　　53,121百万円 （75.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 387.98 ―

2024年3月期第3四半期 260.84 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 1,295,287 699,187 49.3

2024年3月期 1,271,174 661,472 47.4

（参考）自己資本 2025年3月期第3四半期 637,994百万円 2024年3月期 602,515百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 60.00 ― 75.00 135.00

2025年3月期 ― 75.00 ―

2025年3月期（予想） ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）当社は定款において期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では当該基準日における配当予想額は未定であります。

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,114,000 1.0 111,500 5.1 111,500 3.4 86,000 14.1 602.12

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

C21C1474
スタンプ



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P．11「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧

ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期3Q 149,296,991 株 2024年3月期 149,296,991 株

② 期末自己株式数 2025年3月期3Q 6,468,640 株 2024年3月期 6,466,915 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期3Q 142,829,323 株 2024年3月期3Q 142,832,761 株

(注）当社は取締役等に対する業績連動型株式報酬制度「株式交付信託」を導入しており、当該信託口が保有する当社株式（2025年3月期3Ｑ 291,000株、2

024年3月期 該当なし）を期末自己株式数に含めております。また、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、当該信託口が保有する当社株

式（2025年3月期3Ｑ 44,444株、2024年3月期３Q 該当なし）を含めております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料における予想値および将来の見通しに関する記述・言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断および仮定に基づいております。その判断や仮定に

内在する不確実性および事業運営や内外の状況変化により、実際に生じる結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社は将来予測に関するいか

なる内容についても、その確実性を保証するものではありません。
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2024年３月期

第３四半期連結累計期間

2025年３月期

第３四半期連結累計期間
増　減

　売上高 7,597 7,911 314

　営業損益 577 684 108

　経常損益 566 684 117

　親会社株主に帰属する

　四半期純損益
373 554 182

１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当社は、当事業年度より、2026年度を最終年度とする３ヵ年中期経営計画「熱く、高く、そして優しく2026」を

スタートしました。「利益重視経営による更なる企業価値向上」を基本方針として、デジタルを活用した生産性の

向上と資本コストを意識した事業運営による「収益力の強化」、新製品投入や海外事業の拡大を軸とした「成長戦

略の推進」、並びにESG（環境、社会、ガバナンス）への取り組みの継続による「経営基盤の強化」を推し進める

とともに、外部環境変化への適応力を一層強化し、売上・利益の拡大と持続的な企業価値向上を目指しています。

　当第３四半期連結累計期間における当社を取り巻く市場環境は、脱炭素化やデジタル化に向けた投資の拡大を背

景に、エネルギーの安定供給、省エネ等の継続したニーズの高まりにより、製造業やデータセンターにおける設備

投資が堅調に推移した一方で、中国経済の回復は足踏み状態にあり、工作機械関連等の需要は低調に推移しまし

た。また、電動車（xEV）市場は地域毎の強弱があり、伸長は想定よりも緩やかなものとなりました。

　このような環境のもと、当社は、SiCパワー半導体について、新たな生産ラインの稼働を開始するとともに、将

来の生産能力拡大に向けた設備投資計画を推進し、また、プラント、システムの需要拡大に対しては、配電盤・電

源装置の生産能力拡大に向けた準備に着手しました。一方、コンポーネントの需要回復遅れに対しては、生産体制

の最適化、地産地消の推進により収益性改善を図る等、変化への適応に継続して取り組みました。

　当第３四半期連結累計期間の連結業績の売上高は、全ての部門で増加し、前年同期に比べ314億円増加(4％増加)

の7,911億円となり、過去最高を更新しました。

　損益面では、原材料価格の高騰影響や、コンポーネントの物量減少影響があったものの、プラント、システムの

需要増加、高付加価値商材の投入や製品販売価格の値上げ、原価低減の推進、為替影響等により、営業損益は前年

同期に比べ108億円増加の684億円、経常損益は前年同期に比べ117億円増加の684億円となり、営業損益、経常損益

ともに過去最高を更新しました。また、親会社株主に帰属する四半期純損益は、投資有価証券の一部を売却し特別

利益に計上した影響等により、前年同期に比べ182億円増加の554億円となり、過去最高益となりました。

　当第３四半期連結累計期間の連結経営成績は次のとおりです。

（単位：億円）

部門別の状況

≪エネルギー≫

売上高：2,370億円（前年同期比　3％増加） 営業損益：200億円（前年同期比　55億円増加）

器具分野の需要回復の遅れによる需要減少等があったものの、エネルギーマネジメント分野を中心としたプラン

ト、システムの需要増加により、売上高、営業損益ともに前年同期を上回りました。

・発電プラント分野は、再生可能エネルギー大口案件の影響等により、売上高、営業損益ともに前年同期を上回

りました。

・エネルギーマネジメント分野は、電力、産業及び鉄道向け変電機器の大口案件の増加等により、売上高、営業

損益ともに前年同期を上回りました。

・施設・電源システム分野は、データセンター向け需要は堅調に推移したものの、海外における半導体メーカ向

け大口案件の減少により、売上高は前年と同水準となりました。営業損益は案件差等により、前年同期を上回

りました。
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・器具分野は、機械セットメーカ向け需要回復の遅れに伴う需要減少により、売上高は前年同期を下回りまし

た。営業損益は、売上高の減少と原材料価格の高騰影響により、前年同期を下回りました。

≪インダストリー≫

売上高：2,922億円（前年同期比　5％増加）　　　営業損益：175億円（前年同期比　60億円増加）

オートメーション分野における低圧インバータの在庫調整継続や、設備工事分野における大口案件影響があった

ものの、オートメーション分野のプロセスオートメーション、社会ソリューション分野、DXソリューション分野

の需要増加等により、売上高、営業損益ともに前年同期を上回りました。

・オートメーション分野は、ファクトリーオートメーションにおける低圧インバータの在庫調整継続の影響があ

ったものの、プロセスオートメーションにおける駆動制御システム等の需要増加等により、売上高、営業損益

ともに前年同期を上回りました。

・社会ソリューション分野は、原子力関連の大口案件の増加等により、売上高、営業損益ともに前年同期を上回

りました。

・DXソリューション分野は、ITソリューションにおける大口案件の増加により、売上高、営業損益ともに前年同

期を上回りました。

・設備工事分野は、前年同期の空調設備工事の大口案件影響により、売上高は前年同期を下回りました。営業損

益は案件差や原価低減の推進等により、前年同期を上回りました。

（注）第１四半期連結会計期間より、従来の「ITソリューション分野」を「DXソリューション分野」に改称する

とともに、「情報ソリューション」を「社会ソリューション分野」から「DXソリューション分野」へ移管

しております。なお、各分野の前年同期比につきましては、前年同期の数値を移管後の分野に組み替えた

うえで算出しております。

≪半導体≫

売上高：1,667億円（前年同期比　同水準）　　　営業損益：215億円（前年同期比　49億円減少）

・半導体分野は、電動車（xEV）向けパワー半導体の海外向け物量の減少があったものの、産業分野向けの物量

増加や為替影響により、売上高は前年同期と同水準となりました。営業損益は、生産能力増強に係る費用の増

加、原材料価格の高騰等により、前年同期を下回りました。

≪食品流通≫

売上高：855億円（前年同期比　8％増加）　　　営業損益：123億円（前年同期比　54億円増加）

・自販機分野は、国内の需要拡大に加え、原価低減の推進等により、売上高、営業損益ともに前年同期を上回り

ました。

・店舗流通分野は、新紙幣発行に伴う改刷対応特需を主因に、売上高、営業損益ともに前年同期を上回りまし

た。

≪その他≫

売上高：416億円（前年同期比　11％減少）　　　営業損益：24億円（前年同期比　6億円減少）
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（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第３四半期末の総資産は12,953億円となり、前期末に比べ241億円増加しました。流動資産は、契約資産、棚

卸資産が増加した一方、売掛金の減少などを主因として、14億円減少しました。固定資産は、有形固定資産の増加

などを主因として、255億円増加しました。

有利子負債残高は、当第３四半期末では1,290億円となり、前期末に比べ339億円の減少となりました。なお、有

利子負債残高から現金及び現金同等物を控除したネット有利子負債残高は、当第３四半期末では675億円となり、

前期末に比べ298億円の減少となりました。

純資産は、利益剰余金の増加を主因として増加し、当第３四半期末では6,992億円となり、前期末に比べ377億円

の増加となりました。なお、純資産合計から非支配株主持分を控除した自己資本は前期末に比べ355億円増加し、

6,380億円となりました。Ｄ/Ｅレシオ（「有利子負債残高」÷「自己資本」）は、前期末に比べ0.1ポイント減少

の0.2倍となりました。なお、ネットＤ/Ｅレシオ（「ネット有利子負債残高」÷「自己資本」）は、前期末に比べ

0.1ポイント減少の0.1倍となりました。

当第３四半期連結累計期間における連結ベースのフリー・キャッシュ・フロー（「営業活動によるキャッシュ・

フロー」＋「投資活動によるキャッシュ・フロー」）は、544億円の資金の増加（前年同期は25億円の減少）とな

り、前年同期に対して569億円の資金流入額の増加となりました。

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕

営業活動による資金の増加は962億円（前年同期は389億円の増加）となりました。これは、棚卸資産が増加し、

仕入債務が減少した一方で、税金等調整前四半期純利益の計上並びに売上債権及び契約資産が減少したことなどに

よるものです。

前年同期に対しては、573億円の資金流入額の増加となりました。

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕

投資活動による資金の減少は418億円（前年同期は414億円の減少）となりました。これは、有形固定資産を取得

したことなどによるものです。

前年同期に対しては、４億円の資金流出額の増加となりました。

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕

財務活動による資金の減少は615億円（前年同期は328億円の減少）となりました。これは主として、コマーシャ

ル・ペーパーの減少、長期借入金並びにリース債務の返済によるものです。

これらの結果、当第３四半期末における連結ベースの現金及び現金同等物は、前期末残高に対して41億円減少

し、615億円となりました。
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前回発表 今回発表 増　減

売上高 11,140 11,140 0

営業損益 1,115 1,115 0

経常損益 1,115 1,115 0

親会社株主に帰属する当期純損益 860 860 0

前回発表 今回発表 増　減

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益

エネルギー 3,450 310 3,510 330 60 20

インダストリー 4,130 385 4,080 365 △50 △20

半導体 2,360 340 2,310 325 △50 △15

食品流通 1,090 125 1,110 135 20 10

その他 560 38 570 38 10 0

消去または全社 △450 △83 △440 △78 10 5

合計 11,140 1,115 11,140 1,115 0 0

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　第３四半期連結累計期間の連結業績動向等を踏まえ、部門別には次のとおり差異がありますが、2024年10月31日

の決算発表時に公表した2025年３月期通期の連結業績予想は修正しておりません。

　第４四半期の為替レートは、140円／US$、150円／EURO、19.5円／RMBを前提としています。

　　　（2025年３月期通期　連結業績見通し）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：億円）

　　　（参考：部門別）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：億円）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 66,186 62,381

受取手形 77,134 80,954

売掛金 257,372 190,400

契約資産 95,622 112,660

商品及び製品 77,539 94,240

仕掛品 51,772 58,841

原材料及び貯蔵品 96,823 101,951

その他 50,958 70,963

貸倒引当金 △10,337 △10,707

流動資産合計 763,072 761,685

固定資産

有形固定資産 311,456 343,870

無形固定資産 25,462 28,274

投資その他の資産

投資有価証券 118,427 104,507

退職給付に係る資産 25,401 25,798

その他 29,745 34,930

貸倒引当金 △2,429 △3,853

投資その他の資産合計 171,145 161,383

固定資産合計 508,064 533,529

繰延資産 37 72

資産合計 1,271,174 1,295,287

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 207,408 192,945

短期借入金 40,259 11,682

コマーシャル・ペーパー 36,000 20,000

未払法人税等 19,676 18,875

契約負債 55,007 77,842

製品保証引当金 2,724 2,574

その他 114,265 119,046

流動負債合計 475,342 442,966

固定負債

社債 20,000 30,000

長期借入金 15,100 30,180

役員退職慰労引当金 79 89

退職給付に係る負債 63,803 66,925

その他 35,376 25,937

固定負債合計 134,359 153,133

負債合計 609,701 596,100

純資産の部

株主資本

資本金 47,586 47,586

資本剰余金 45,954 47,893

利益剰余金 423,135 457,061

自己株式 △7,397 △9,395

株主資本合計 509,278 543,145

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 54,717 48,176

繰延ヘッジ損益 △35 △320

為替換算調整勘定 37,772 46,574

退職給付に係る調整累計額 782 419

その他の包括利益累計額合計 93,237 94,849

非支配株主持分 58,956 61,192

純資産合計 661,472 699,187

負債純資産合計 1,271,174 1,295,287
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 759,661 791,064

売上原価 558,202 573,800

売上総利益 201,458 217,263

販売費及び一般管理費 143,801 148,832

営業利益 57,656 68,431

営業外収益

受取利息 470 490

受取配当金 1,866 1,557

為替差益 530 122

補助金収入 - 1,200

その他 884 938

営業外収益合計 3,751 4,308

営業外費用

支払利息 1,492 2,524

持分法による投資損失 192 425

事業転換費用 1,537 201

債務保証損失 660 -

その他 885 1,218

営業外費用合計 4,768 4,369

経常利益 56,639 68,370

特別利益

固定資産売却益 911 117

投資有価証券売却益 5,953 16,618

特別利益合計 6,864 16,736

特別損失

固定資産処分損 900 550

特別損失合計 900 550

税金等調整前四半期純利益 62,603 84,556

法人税等 21,060 25,384

四半期純利益 41,543 59,171

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,287 3,756

親会社株主に帰属する四半期純利益 37,255 55,415

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

四半期純利益 41,543 59,171

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,537 △6,558

繰延ヘッジ損益 △113 △284

為替換算調整勘定 9,120 9,643

退職給付に係る調整額 △204 △421

持分法適用会社に対する持分相当額 238 84

その他の包括利益合計 11,578 2,463

四半期包括利益 53,121 61,635

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 48,661 57,027

非支配株主に係る四半期包括利益 4,460 4,607

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 62,603 84,556

減価償却費 37,662 42,578

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,241 1,373

製品保証引当金の増減額（△は減少） △995 △154

受取利息及び受取配当金 △2,336 △2,047

支払利息 1,492 2,524

為替差損益（△は益） △290 △139

固定資産売却損益（△は益） △911 △117

投資有価証券売却損益（△は益） △5,953 △16,618

固定資産処分損益（△は益） 900 550

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 28,724 48,179

棚卸資産の増減額（△は増加） △36,273 △24,795

仕入債務の増減額（△は減少） △19,872 △15,846

契約負債の増減額（△は減少） 12,180 22,105

その他 △23,686 △26,510

小計 55,486 115,636

利息及び配当金の受取額 2,305 2,057

利息の支払額 △1,576 △2,536

法人税等の支払額 △17,288 △18,978

営業活動によるキャッシュ・フロー 38,926 96,178

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △41,963 △55,992

有形固定資産の売却による収入 1,089 233

投資有価証券の取得による支出 △124 △176

投資有価証券の売却による収入 9,682 18,466

貸付けによる支出 △15,321 △7,729

貸付金の回収による収入 10,392 5,949

その他 △5,167 △2,553

投資活動によるキャッシュ・フロー △41,413 △41,802

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 94 △1,212

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 45,000 △16,000

長期借入れによる収入 15,000 15,115

長期借入金の返済による支出 △37,770 △28,011

社債の発行による収入 - 10,000

社債の償還による支出 △15,000 -

リース債務の返済による支出 △18,621 △16,339

自己株式の売却による収入 0 2,320

自己株式の取得による支出 △17 △2,336

子会社の自己株式の取得による支出 - △20

配当金の支払額 △17,139 △21,424

非支配株主への配当金の支払額 △4,340 △3,542

財務活動によるキャッシュ・フロー △32,795 △61,451

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,063 1,801

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △32,218 △5,273

現金及び現金同等物の期首残高 84,165 65,543

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少）
- 1,205

現金及び現金同等物の四半期末残高 51,947 61,475

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

富士電機㈱ （6504） 2025年３月期 第３四半期決算短信

- 10 -



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。な

お、見積実効税率が使用できない一部の連結会社については法定実効税率を使用する方法によっております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

富士電機㈱ （6504） 2025年３月期 第３四半期決算短信

- 11 -



（単位：百万円）

エネルギー
インダストリ

ー
半導体 食品流通

その他
（注１）

合計
調整額

（注２）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注３）

売上高

外部顧客への

売上高
227,187 266,119 162,306 78,321 25,726 759,661 - 759,661

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

2,140 12,984 4,195 1,136 20,943 41,401 △41,401 -

計 229,327 279,104 166,502 79,457 46,670 801,062 △41,401 759,661

セグメント利益

又は損失（△）
14,444 11,487 26,406 6,884 2,995 62,217 △4,560 57,656

（単位：百万円）

エネルギー
インダストリ

ー
半導体 食品流通

その他
（注１）

合計
調整額

（注２）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注３）

売上高

外部顧客への

売上高
235,148 281,160 164,028 83,991 26,733 791,064 - 791,064

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

1,808 11,048 2,621 1,498 14,908 31,884 △31,884 -

計 236,956 292,209 166,650 85,490 41,641 822,949 △31,884 791,064

セグメント利益

又は損失（△）
19,956 17,455 21,543 12,274 2,427 73,657 △5,225 68,431

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2023年４月１日 至2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス、不動産業、保険代

理業、旅行業及び印刷・情報サービス等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△4,560百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△4,467

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であり

ます。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2024年４月１日 至2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス、不動産業、保険代

理業、旅行業及び印刷・情報サービス等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△5,225百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△5,244

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であり

ます。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当社 富士電機Ｅ＆Ｃ

（株式交換完全親会社） （株式交換完全子会社）

本株式交換に係る割当比率 1 0.93

本株式交換により交付した株式数 当社普通株式：4,495,801株

（重要な後発事象の注記）

（簡易株式交換による完全子会社化）

　当社及び富士電機Ｅ＆Ｃ株式会社（2025年２月３日付けで、富士古河Ｅ＆Ｃ株式会社より商号変更。以下「富士

電機Ｅ＆Ｃ」といいます。）は、2024年10月31日開催の取締役会において、当社を株式交換完全親会社とし、富士

電機Ｅ＆Ｃを株式交換完全子会社とする株式交換（以下「本株式交換」といいます。）を実施することを決議し、

同日付で両社の間で株式交換契約（以下「本株式交換契約」といいます。）を締結いたしました。

　本株式交換により、その効力発生日である2025年２月３日をもって、当社は富士電機Ｅ＆Ｃの完全親会社とな

り、完全子会社となる富士電機Ｅ＆Ｃの普通株式は、株式会社東京証券取引所スタンダード市場において、2025年

１月30日付で上場廃止となりました。

１.　本株式交換の概要

（１）株式交換完全子会社の名称及び事業の内容

株式交換完全子会社の名称　富士電機Ｅ＆Ｃ株式会社（旧商号　富士古河Ｅ＆Ｃ株式会社）

事業の内容　　　　　　　　電気設備工事、電気計装工事、空調・給排水衛生設備工事、情報通信設備

工事、建築工事及びこれらに付帯関連する一切の事業

（２）本株式交換の目的

当社と富士電機Ｅ＆Ｃの既存事業・技術と新たに創出するシナジーを活かした更なる協業体制の強化と

それによる経営資源の有効活用、重複機能の解消による経営資源の最適な配分等、グループ一体運営の

強化により富士電機Ｅ＆Ｃを含む富士電機グループ全体の企業価値向上を目指すことが最善の策である

との判断により決定したものです。

（３）本株式交換の効力発生日

2025年２月３日

（４）本株式交換の方式

本株式交換は、当社を株式交換完全親会社、富士電機Ｅ＆Ｃを株式交換完全子会社とする株式交換で

す。本株式交換は、当社においては、会社法第796条第２項の規定に基づき、株主総会の決議による承認

を必要としない簡易株式交換の手続きにより、また、富士電機Ｅ＆Ｃにおいては、2024年12月26日開催

の富士電機Ｅ＆Ｃの臨時株主総会の決議による本株式交換契約の承認を得たうえで、2025年２月３日に

実施しております。

（５）結合後企業の名称

富士電機Ｅ＆Ｃ株式会社

２.　取得原価の算定等に関する事項

（１）被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価　普通株式（自己株式）　38,370百万円

取得原価　　　　　　　　　　　　　38,370百万円

（２）本株式交換に係る割当ての内容

（注１）　　当社が保有する富士電機Ｅ＆Ｃ株式4,158,185株については、本株式交換による株式の割当ては行

っておりません。なお、交付した株式は、全て当社が保有する自己株式を充当しました。

（注２）　　当社は、本株式交換の株式交換比率の算定にあたり、公正性及び妥当性を確保するため、当社なら

びに富士電機Ｅ＆Ｃから独立した第三者機関に株式交換比率の算定を依頼しております。

３.　会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等

会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取引等と

して処理を行います。

富士電機㈱ （6504） 2025年３月期 第３四半期決算短信

- 13 -



４. 非支配株主との取引に係る親会社の持分変動に関する事項

（１）資本剰余金の主な変動要因

子会社株式の追加取得

（２）非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

16,628百万円
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３．補足情報 （億円未満四捨五入）

（単位：億円）
（１）決算概要

第３四半期実績 第３四半期実績

前年同期比 前年同期比 前期比 前年同期比 前年同期比 前期比

2,680 110.0% 7,597 110.0% 11,032 109.3% 2,937 109.6% 7,911 104.1% 11,140 101.0%

227 144.2% 577 135.9% 1,061 119.3% 281 124.0% 684 118.7% 1,115 105.1%

220 177.8% 566 137.3% 1,078 122.8% 294 133.6% 684 120.7% 1,115 103.4%

129 148.4% 373 128.6% 754 122.8% 199 153.9% 554 148.7% 860 114.1%

（２）連結子会社数・持分法適用会社数

第３四半期実績 第３四半期実績

（３）１株当たり四半期(当期)純利益

第３四半期実績 第３四半期実績

（４）平均為替レート（円）

第３四半期実績 第３四半期累計実績 第３四半期実績

（５）部門別売上高

第３四半期実績 第３四半期実績

前年同期比 前年同期比 前期比 前年同期比 前年同期比 前期比

831 102.4% 2,293 101.6% 3,428 102.8% 893 107.5% 2,370 103.3% 3,510 102.4%

994 114.7% 2,791 115.3% 4,199 113.5% 1,154 116.0% 2,922 104.7% 4,080 97.2%

580 116.3% 1,665 113.4% 2,280 110.6% 586 101.1% 1,667 100.1% 2,310 101.3%

263 111.3% 795 116.2% 1,073 112.6% 272 103.5% 855 107.6% 1,110 103.5%

154 105.4% 467 108.0% 632 105.6% 142 92.4% 416 89.2% 570 90.3%

2,822 110.3% 8,011 110.3% 11,612 109.1% 3,047 108.0% 8,229 102.7% 11,580 99.7%

△ 142 -     △ 414 -     △ 579 -     △ 110 -     △ 319 -     △ 440 -     

2,680 110.0% 7,597 110.0% 11,032 109.3% 2,937 109.6% 7,911 104.1% 11,140 101.0%

（６）部門別営業利益

第３四半期実績 第３四半期実績

前年同期比 前年同期比 前期比 前年同期比 前年同期比 前期比

58 91.0% 144 94.6% 301 105.5% 102 176.1% 200 138.2% 330 109.5%

63 222.6% 115 277.3% 343 128.1% 91 143.5% 175 152.0% 365 106.5%

96 128.1% 264 117.6% 362 112.4% 65 67.5% 215 81.6% 325 89.9%

15 - 69 237.1% 88 202.4% 36 243.1% 123 178.3% 135 153.4%

9 100.4% 30 121.1% 43 115.0% 8 82.2% 24 81.0% 38 88.1%

241 139.3% 622 131.7% 1,137 118.9% 301 124.7% 737 118.4% 1,193 104.9%

△ 15 -     △ 46 -     △ 76 -     △ 20 -     △ 52 -     △ 78 -     

227 144.2% 577 135.9% 1,061 119.3% 281 124.0% 684 118.7% 1,115 105.1%

（７）海外売上高

第３四半期実績 第３四半期実績

前年同期比 前年同期比 前期比 前年同期比 前年同期比 前期比

372 104.0% 1,156 113.1% 1,634 112.5% 398 107.1% 1,043 90.2% -     -     

229 136.8% 659 102.0% 963 107.8% 305 133.0% 782 118.7% -     -     

90 102.7% 272 125.0% 392 118.4% 84 94.0% 247 90.7% -     -     

103 169.6% 226 128.1% 334 137.4% 91 88.3% 234 103.3% -     -     

794 117.9% 2,314 112.2% 3,324 113.8% 878 110.7% 2,306 99.7% -     -     

2023 年 度 2024 年 度

2023 年 度 2024 年 度

2023 年 度 2024 年 度

20

49

4

20 19

年間実績 年間予想

年間実績 年間予想

19

4

49

68 68

第３四半期累計実績 第３四半期累計実績

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

387.9890.41

19

49

44

49

20

48

4

49

4

69 69 68 68

年間実績

第３四半期累計実績第３四半期累計実績

第３四半期累計実績 年間予想

年間予想

527.57

年間実績

143.29

19.98

連 結 子 会 社 数

国　　内

海　　外

持 分 法 適 用 会 社 数

2023 年 度 2024 年 度

2023 年 度 2024 年 度

20.14

年間実績

21.15

144.62

Ｅ Ｕ Ｒ Ｏ 159.11 155.29 156.80 162.59

１株当たり四半期(当期)純利益(円)

21.16

164.83 161.12

エ ネ ル ギ ー

年間予想

152.57

602.12

149.43

260.84

20.74Ｒ Ｍ Ｂ

Ｕ Ｓ ＄

第３四半期累計実績

年間予想

小 計

全社及び消去

合 計

2023 年 度 2024 年 度

合 計

半 導 体

そ の 他

小 計

消 去

食 品 流 通

年間実績 年間予想

2023 年 度 2024 年 度

第３四半期累計実績

第３四半期累計実績第３四半期累計実績

第３四半期累計実績 第３四半期累計実績

第３四半期累計実績 第３四半期累計実績

地
域
別
内
訳

ア ジ ア 他

中 国

欧 州

米 州

合 計

そ の 他

エ ネ ル ギ ー

イ ン ダ ス ト リ ー

半 導 体

食 品 流 通

イ ン ダ ス ト リ ー

年間実績

147.89

20.44

139.16

152.44
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（８）研究開発費

第３四半期実績 年間実績 第３四半期実績 年間予想

前期比 前期比

23 65 91 25 69 -     

27 76 108 25 76 -     

32 93 125 34 101 -     

8 26 37 10 30 -     

0 0 0 0 0 -     

合      計 91 260 361 94 277 -     

対売上高比率（%） 3.4% 3.4% 3.3% 3.2% 3.5% -     

（９）設備投資額

第３四半期実績 年間実績 第３四半期実績 年間予想

前期比 前期比

22 60 106 34 64 -     

14 32 55 18 39 -     

105 291 481 172 566 -     

7 12 20 3 8 -     

4 16 22 3 9 -     

合      計 152 412 683 230 687 -     

内リース取得等 5 14 15 5 6 -     
（注) 設備投資額には、リース契約による設備取得額を含みます。

（１０）減価償却費、支払リース料

第３四半期実績 年間実績 第３四半期実績 年間予想

前期比 前期比

15 45 63 19 54 -     

15 42 58 16 45 -     

84 238 327 97 270 -     

4 12 17 5 15 -     

2 5 7 2 7 -     

合      計 120 343 472 139 391 -     

内支払リース料 2 7 9 2 6 -     
（注) 減価償却費は、有形固定資産の減価償却費です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（１１）期末従業員数（定期社員除く） （単位：人）

第３四半期実績 第３四半期累計実績 年間予想

国      内 17,444 17,340 17,458 -          

そ の 他 1,642 1,639 1,513 -          

合      計 27,417 27,325 27,564 -          

1,513

27,564

1,642

27,417

食 品 流 通 1,887

海      外 9,973 9,985 10,106 -          

17,458

10,106

17,444

9,973

1,891 1,904 -          1,9041,887

イ ン ダ ス ト リ ー 10,051 9,892 9,979 -          

半 導 体 6,022 6,032 6,207 -          

9,979

6,207

10,051

6,022

エ ネ ル ギ ー 7,815 7,871 7,961 -          

115.2% 114.4% 113.9% -      

106.1% 101.5% 80.6% -      

115.9%

74.4%

7,961

114.9%

100.0%

7,815

2023 年 度 2024 年 度

第３四半期累計実績第３四半期実績 年間実績

そ の 他 89.2% 88.4% 121.5% -      125.3%85.4%

半 導 体 123.1% 122.4% 113.5% -      

食 品 流 通 87.9% 90.4% 120.0% -      

115.1%

120.8%

119.1%

91.5%

エ ネ ル ギ ー 97.4% 98.8% 121.1% -      

イ ン ダ ス ト リ ー 110.4% 105.1% 105.7% -      

125.4%

107.9%

98.7%

126.2%

163.5%

122.1%

50.6%

そ の 他 177.2% 188.5% 57.7% -      

65.7% 81.2% 166.5% -      

93.2%

151.2%

60.8%

61.3%

154.5%

101.3%

-      

123.6%

2024 年 度2023 年 度

食 品 流 通 129.0% 109.3% 65.1% -      37.9%139.1%

イ ン ダ ス ト リ ー 74.3% 84.3% 120.3% -      

半 導 体 56.3% 72.2% 194.4% -      

125.2%

99.6% 106.5% -      

-      -      -      -      

103.7%

-      

2023 年 度 2024 年 度

半 導 体 107.7% 105.2% 108.7% -      

食 品 流 通 106.1% 107.5% 116.4% -      

106.7%

116.8%

106.7%

98.4%

エ ネ ル ギ ー -      

イ ン ダ ス ト リ ー 95.5% 96.9%

前年同期比 前年同期比 前年同期比 前年同期比

100.7%

2023 年 度 2024 年 度

5.3% 7.0% 43.9% -      93.2%7.8%

-      91.8%98.3%

-      -      -      

125.0% 131.4% 106.2% -      

101.3%

そ の 他 -      -      -      

第３四半期累計実績 第３四半期累計実績

第３四半期累計実績第３四半期累計実績

第３四半期累計実績 第３四半期累計実績

前年同期比 前年同期比 前年同期比 前年同期比

前年同期比 前年同期比 前年同期比 前年同期比

109.0%98.4% 98.0% 93.2% 106.3%

エ ネ ル ギ ー
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

２０２５年２月１４日

富士電機株式会社

取締役会　御中

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 伊藤　正広

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 田中　勝也

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大貫　一紀

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている富士電機株式会社の２０２４年４月１日から２０２５

年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（２０２４年１０月１日から２０２４年１２月３１日まで）

及び第３四半期連結累計期間（２０２４年４月１日から２０２４年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所、株式会社名古

屋証券取引所及び証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかっ

た。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所、株式会社名古屋証券取引所及び証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸

表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経

営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所、株式会社名古屋証券取引所及び証券会員制法人福岡証券取引所の

四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計

基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業

に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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　（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所、株式会

社名古屋証券取引所及び証券会員制法人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論

付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結

財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない

場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所、株式会社名古屋証券取引所及び証券会員制法

人福岡証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期

財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されてい

る。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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